
プレスリリース

平成１８年９月２９日

農 林 水 産 省

第１０回コイヘルペスウイルス病に関する技術検討会の概要について

１．日時 平成１８年９月２８日（木）１４：００～１６：２０

２．場所 農林水産省水産庁中央会議室

３．概要

（１）現状報告について

農林水産省から、最近のコイヘルペスウイルス（ＫＨＶ）病の発生状況等につい

て報告を行った。

（ア）平成１８年８月末現在のＫＨＶ感染コイの発見件数は１３５件となり、一昨

年の３分の１に減少した前年に比べ、さらにその約６割に減少した（前年同期

２２４件）が、今後、発症水温期に入ることから引き続き警戒が必要である。

（イ）養殖場でのＫＨＶ病発生件数は、８月末現在２１件（前年同期２２件）であ

り前年並であるものの、錦ごい養殖場では増加傾向にある。

（２）試験・研究について

（独)水産総合研究センター養殖研究所から、ＫＨＶ病の診断・防疫技術の開発研

究のこれまでの研究成果と今後の計画について説明があり、得られた成果により、

ＫＨＶ検査について、より簡便で精度の高い検査方法（ＬＡＭＰ法）が開発された

ことから、都道府県で実施する一次診断の検査法として使用することが可能である

と判断された。

（３）まん延防止措置について

錦ごい養殖場での発生が増加傾向にあることから、これまでとられてきたまん延

防止（特別の監視体制、養殖場における自衛措置及び感染ゴイの処分、感染ゴイが

確認された天然水域におけるコイの持ち出し禁止措置、一般人に対するコイの移動

についての注意等）に加え、錦ごい養殖場での外部からのコイ導入や定期検査等に

ついての防疫強化策を検討した。

（４）その他

次回検討会は、必要に応じて開催することとされた。
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